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○本検討会で決定した内容で、設計、関係機関との調整、工事を進めていく。

○復旧完了までには、おおよそ１４ヶ月を要する。ただし、設置箇所に想定外の事象が生じた場合は、延伸する可能性がある。

復旧までの工程について

＜ 工程表 ＞

1

工事実施にあたり、基礎地盤対策の沈下状況や周辺の状況など、想定外の事象が生じた場合は工程が遅れる可能性がある。
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完成後の沈下量

○九蟠漁港付近の地盤は、互層でその粘性土の一部が軟弱層（Ｎ値が３以下）となっている。そのため、大きな重量の施設を設
置した場合、地盤沈下を生じる可能性がある。

○その対策として、あらかじめ沈下促進するプレロード工法を実施予定である。この工法を採用した場合の、地盤対策期間は約
４ヶ月程度と想定。

【参考資料】基礎地盤対策

記載内容の決定事項

常夜灯設置箇所

圧密層

＜プレロード工法による沈下対策＞
プレロード工法とは、軟弱な地盤において構造物の施工前に、その重量以上の荷重を事前
にかけ、地盤の圧密沈下を促進させることで、地盤の強度を向上させる対策である。
この手法により、構造物が完成後に沈下することを事前に抑制することができる。 軟弱地盤

除去 構造物
設置

新設構造物相当
の荷重を載荷

強度向上（過圧密）

沈下促進

工法のメカニズム

・当該箇所での実施方法

＜常夜灯設置箇所の地質状況と沈下対策＞

15cm

方塊ブロック

15cm程度の沈下に必要な所要期間約4ヶ月
施工は、沈下状況、周辺の状況を確認しながら
段階的に実施

沈下促進（プレロード）実施状況

圧密度 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

沈下量 1.418 2.837 4.255 5.674 7.092 8.511 9.929 11.35 12.77 14.19

時間(day) 沈下量(cm)

0  0.207  

6  3.832  

12  5.420  

18  6.638  

24  7.663  

30  8.562  

36  9.367  

42  10.097  

48  10.764  

54  11.378  

60  11.943  

66  12.467  

72  12.952  

78  13.402  

84  13.822  

90  14.212  

96  14.576  

102  14.916  

108  15.234  

114  15.531  
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○基礎地盤対策の地質条件は、過去に実施している近傍の地質調査結果を用いて検討実施。

【参考資料】地質調査

調査箇所の地質横断図

調査箇所

＜調査箇所と地質横断図＞

圧密試験箇所

常夜灯設置箇所


